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本
紙
平
成　

年
７
月　

日
号
で
公
表

１５

２１

し
た
「
用
途
地
域
等
の
見
直
し
原
案
」

が
決
定
さ
れ
、
６
月　

日
に
告
示
さ
れ

２４

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
し
く
は
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
る
主

要
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
沿
道
土
地
利

用
を
誘
導
す
る
た
め
、
用
途
地
域
等
を

見
直
し
ま
し
た
。

※
そ
の
ほ
か
、
道
路
整
備
等
に
よ
り
、

用
途
地
域
界
が
不
明
確
に
な
っ
た
箇
所

等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

市
と
町
田
市
花
と
み
ど
り
の
会
共
催

に
よ
る
「
花
の
ま
ち
か
ど
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
審
査
会
が
６
月
８
日
に
行
わ

れ
、
相
原
町
の
札
元
邸
が
「
花
の
ま
ち

か
ど
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
の
香
り
漂

う
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
。
５
回

目
と
な
っ
た
今
回
は
「
初
夏
の
花
飾

り
」
を
テ
ー
マ
に　

件
の
応
募
が
あ

４５

り
、
大
賞
の
ほ
か
「
花
の
ま
ち
か
ど

賞
」　

件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１３

　

参
加
さ
れ
た
作
品
は
、
玄
関
ま
わ
り

や
道
路
沿
い
な
ど
を
季
節
の
草
花
で
、

個
性
豊
か
に
工
夫
さ
れ
、
道
行
く
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）
。

○
花
の
ま
ち
か
ど
大
賞

　

札
元
康
子
（
相
原
町
）

○
花
の
ま
ち
か
ど
賞
（
受
付
順
）

　

西
尾
譲
司
（
大
蔵
町
）
、
釼
持
靖
子

（
上
小
山
田
町
）
、
池
田
晄
也
（
野
津

田
町
）
、
八
木
恵
（
相
原
町
）
、
一
瀬

幸
子
（
相
原
町
）
、
工
藤
敏
枝
（
つ
く

し
野
）
、
片
岡
英
子
（
成
瀬
台
）
、
茂

木
典
子
（
小
山
町
）
、
女
鹿
淳
（
常
盤

町
）
、
綾
部
代
美
（
つ
く
し
野
）
、
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
風
見
鶏
（
野
津

田
町
）
、
我
妻
道
夫
（
小
川
）
、
宮
本

克
巳
（
鶴
間
）

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
２ 大賞に選ばれた札元邸（相原町）

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

市
で
は
本
年
５
月
に
、
地
域
で
自
主

的
に
違
反
広
告
物
を
撤
去
し
て
い
た
だ

け
る
除
却
活
動
団
体
の
募
集
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
の
予
想
を
上
回

る　

団
体
１
１
１
人
の
方
か
ら
の
応
募

１２
が
あ
り
、
６
月　

日
、
市
長
室
に
お
い

２１

て
各
団
体
の
代
表
者
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。

　

違
反
広
告
物
除
却
員
の
活
動
は
、
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
制
度
で
、

法
令
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら
の
委
嘱
を

受
け
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
立
て

看
板
な
ど
の
違
反
広
告
物
の
撤
去
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
後
は
違
反
広
告
物
に
関
す
る
法
令

等
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、
市
内
各
地
で
７
月
か

ら
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

町 田 市 職 員 募 集
受　　験　　資　　格募集人員受 験 区 分募　集　職　種

昭和５３年４月２日から昭和５８年４月１日までに生まれた方
２５人程度

Ⅰ類（大卒程度）
一　　般　　事　　務 昭和５６年４月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた方Ⅱ類（短卒程度）

昭和５８年４月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた方Ⅲ類（高卒程度）

※自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職務の遂行が可
能な方で、次のすべての要件を満たす方

①身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を
受けている方 

②昭和５３年４月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた方
③通常の勤務時間（原則として週４０時間、１日８時間）に対
応できる方

若干名Ⅲ類（高卒程度）一　　般　　事　　務
（身体障がい者対象）

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で保健師の資格を有する
方もしくは２００５年春までに取得見込みの方若干名保 健 師

※学歴は問いません
●全ての職種とも次の各号の一に該当する方は受験できません。
１．地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方　　　２．活字印刷文による出題に対応できない方 

＊募集要項と申込書は市役所、各市
民センターで配布します。また、
町田市ホームページからもダウン
ロードできます。

＊採用は、２００５年４月１日以降で
す。お問い合わせは、職員課（11 

７２２・３１１１内線２２４１）へ。
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３１ｍ第２種高度地区

建築可能空間�

真北方向�
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0.6
1

5m

３１ｍ第１種高度地区

①
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
建
ぺ

い
率
、
容
積
率
の
見
直
し

　

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
う

ち
、
建
ぺ
い
率　

％
、
容
積
率　

％
の

３０

６０

地
域
（
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
等
一
部

の
地
域
を
除
く
）
は
、
建
ぺ
い
率　
４０

％
、
容
積
率　

％
に
変
更
さ
れ
ま
し

８０

た
。

　

ま
た
、
従
前
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
た

外
壁
の
後
退
距
離
１
ｍ
は
、
継
続
さ
れ

ま
す
。

②
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定

　

第
一
種
及
び
第
二
種
低
層
住
居
専
用

地
域
は
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
が

１
２
０
㎡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

③
高
度
地
区
に
お
け
る
絶
対
高
さ
の
指

定
　

第
一
種
・
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用

地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
（
第
三
種

高
度
地
区
を
除
く
）
、
第
二
種
住
居
地

域
、
準
住
居
地
域
、
準
工
業
地
域
、

工
業
地
域
は
、
建
築
物
の
高
さ
を　

ｍ
３１

に
制
限
す
る
高
度
地
区
を
指
定
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居

専
用
地
域
は
既
に　

ｍ
ま
た
は　

ｍ
の

１０

１２

指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
沿
道
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

　

平
成
８
年
度
の
用
途
地
域
等
の
見
直

し
以
降
、
平
成　

年
度
ま
で
に
完
成

１７

用
途
地
域
等
の
見
直
し
の
主
な
内
容

第１次試験日
９月１９日（日）

申込受付 ８月１９日（木）
８月２０日（金）


